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 セミナーレポート                       

 

TeleSpan's Fourth Annual Future of 

Conferencing Workshop レポート 

2009 年 3月 30 日、31 日 ラスベガス 

主催：TeleSpan Publishing Corporation 

 

 米会議システム専門の調査会社であるテレスパン・パブリ

ッシング社主催のワークショップセミナー「TeleSpan's Fourth 

Annual Future of Conferencing Workshop」が 3 月 30 日、31

日ラスベガスで開催された。今年で第 4 回目の開催。スポン

サー企業は、インターコール、グローバルクロッシング、コン

ピュネティクス、スマートテクノロジー、プレミア グローバル 

サービス、ポリコム、Aonla Technologies、CITRIX Online、

Conferenceplus、OnStream Media、Global Conference 

Partners、WydeVoice の 12 社。 

 米テレスパン・パブリッシング社は、1981 年に設立された

会議システム専門のマーケットリサーチおよびコンサルティ

ングを提供する会社。ロサンゼルス市にその本社がある。同

社は、81 年から業界専門のニュースレターを発行（有料）し

ている。 

 このレポートは、テレスパンのニュースレター「Elliot Gold’s 

Electronic TeleSpan」の 2009 年 4 月 6 日と 13 日号に掲載さ

れたワークショップレポートベースに、その中で出て来たポイ

ントと、補足も入れさせていただきながら和訳したものにな

る。 

  4 月 6 日号の Electronic TeleSpan によると、今回の参加

者は、前回 3 回よりももっとも多い、135 名が参加（参加費：

667 ドル/名）。米国内だけでなく中国やオーストラリアから

も参加者があったという。また今年は、ストリーミングでの

参加も可能とし、約 30 名の人々の参加があった（ストリーミ

ングは、OnStream Media とスマートテクノロジーズの協力

で実現）。 

  北米は会議システム市場としては、世界最大の市場で

あり、世界の他の地域に影響をあたえる新しいトレンドが

毎年生み出されている。それだけ北米市場はダイナミズム

に富んでいるといえるが、今回のワークショップでは、そう

いった北米の業界関係者やユーザがどういったことに関

心を持ち、これから取り組もうとしているのか、といったこと

が垣間見られる内容だった。 

 ワークショップでは、テレスパンの Elliot Gold 氏の他、ポ

リコム、コンピュネティクス、Skype、インテルなどのスポンサ

ー企業からの講演があり、市場トレンド、ユニバーサル基

金の CSP 事業者への影響、ソーシャルネットワーキングと

会議システム、Skype と会議システム業界、モバイルの可

能性、など幅広いテーマで議論されたようだ。 

 

北米市場のトレンド 

 Elliot Gold 氏によると、2008 年のワールドワイドの遠隔

会議システム市場は、2007 年から 17%市場が拡大し、60

億 USD 規模になったと発表。テレスパンの統計によると世

界でのテレビ会議端末の出荷は 19 万台を越え、テレプレ

ゼンスシステムは売上ベースで前年より 21%伸びた。また

音声会議サービス利用分（ユーザが利用した総時間を分

で表したもの。）も過去 3 年間継続して増加していると説

明。 

これはサービス利用料が、下がってきたことが大きく後

押ししたからだと同氏は分析する。つまり電話会議は、

1970 年代以来多用され、現在ではアメリカ人は電話会議
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をコモディティと言い切る。また大小あわせると提供業者が

100 社はあるのではないかと言われている北米の音声会議

サービス市場。そういったことが背景にある。 

「以前は、分あたり 25 セントであったものが、10 セントにな

り、そして今では、数セントまでさがってきている。」（Elliot 

Gold 氏）さらにそれに拍車をかけるのは、無料の電話会議

サービス事業者。たとえば、Freeconference.com などは無料

プロバイダの代表格として業界では有名。そういった事業者

は、通信事業者とタイアップしたり、音声広告などを組み合

わせたりして、無料サービスのビジネスモデルを構築し、ユ

ーザの獲得を図っている。その結果、音声会議サービス市

場を、サービス利用分で見た場合、2 桁のシェアまで拡大し

ていると Elliot Gold 氏は説明する。 

 「多地点での音声会議は、サービス利用料金が大幅に下

がってきたが、１対１での 2 拠点での音声会議におけるユー

ザが支払うコストは、多地点会議の 12.5 倍もある。」ポイント

ツーポイントの会議通話に、今後の音声会議事業者の新た

な事業機会があるのではないかと同氏は指摘する。 

 ところで、このワークショップでは、会場に参加したユーザ

にアンケートを実施した。「一般化するには統計母体の数と

しては小さいかもしれない。」と断りながらも、その結果、音

声会議や Web 会議の利用は、前年よりも増えたという人が

65%、テレビ会議については、100%の人が増えたと答えた。

テレビ会議のユーザは、SD 画像でテレビ会議を行っている

ようだが、全体の半数は HD システムもすでに所有している

という。ただＨＤシステムを所有していながらも、4CIF 解像

度で通信しているユーザもあるようだ。HD 化によってメリッ

トを享受しているユーザもいる一方で、HD 化によるネット

ワークへの影響の大きさほど SD から HD にするメリットを

感じないという声もあった。またテレプレゼンスについては、

明らかにベターな使用感（better experience）を提供してく

れると全員が認めるが、コストに課題があると見ている人も

いるといった結果も出た。 

 

ユニバーサルサービス基金と会議サービス 

 次に Kelly Drye & Warren の弁護士 Steven Augustino

氏は、ユニバーサルサービス基金（Universal Service 

Fund）と会議サービス提供事業者への影響と題して講演

し、今後北米の会議サービス事業者がユニバーサルサー

ビス基金への負担を行わなければならなくなるのではな

いかという見通しを述べた。その理由として、ユニバーサ

ルサービス基金を運営管理する USAC(Universal Service 

Administrative Company:ユニバーサルサービス基金管理

会社)が、会議サービス提供事業者を、基金に負担すべき

通信事業者と認識を改めつつあるという状況があるからだ

と説明する。その場合、事業者の売上に対してユニバー

サルサービス料は、11.5%負担することになるという。 

ちなみに、ＣＮＡレポート・ジャパンが調べたところ、米

Voice Report（2008 年 7 月 17 日）USF Fees Now Apply to 

Conferencing Services によると、すでに米 FCC が
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“stand-alone audio bridging providers”と“integrated 

teleconference service providers”に対して負担するよう勧告

を出し、この制度の適用に業界として反発している動きがあ

るとレポートしている。 

  話は戻り、Steven Augustino 氏によると、この制度が適用

されると、ユニバーサルサービス基金に対する負担だけでな

く、国際通信を行うための規定や会議サービスで行われる

音声会話への調査など、FCC のさまざまな規定に対しても

会議サービス提供事業者が“拘束”されることになるという。 

 ただ、Elliot Gold 氏によると、音声会議に対してはこのよう

な動きがあるが、“データ”会議やテレビ会議については

FCC の態度は不透明な印象だと述べている。 

 ユーザや自社への負担が増えるため、たとえば、サービス

用の多地点接続装置を海外に設置したり、VoIP で多地点

接続処理したりすることで、こういった動きを止める方法はな

いかという議論が会場では起こった。それに対して Steven 

Augustino 氏は、多地点接続装置がどこに設置されようとも、

ユーザが北米からコールしているのであれば、対象となるだ

ろうと説明する。一方 VoIP については、ある VoIP サービス

事業者は、すでにその対象となっているそうだ。業界として

反対していくべきで、そのために“団結（coalition）”すべきと

同氏は考えている。 

  北米のとりわけ音声会議市場は規模が数千億円規模と

いわれ、コモディティ化したといわれるように市場が成熟して

いる。そうなると会議サービス提供事業者は、通信回線を多

大に使用している受益者でもある。この議論は、昨年のワー

クショップセミナーでもあったようだが、このように北米では会

議サービス提供事業者にとっては大きな課題になりつつあ

るようだ。 

 

ソーシャルネットワーキングサービスと連携を始める

会議システム 

  話題はわかって今度は、ソーシャルネットワーキングサー

ビス。テレスパン社の今取りビューティングエディタのひとり

である、Richard Dalton 氏と、ソーシャルネットワーキングの

専門家である Chuck Hester 氏が、ソーシャルネットワーキ

ングと会議システムとの連携の可能性について講演した。 

  ワークショップセミナーの参加者の 72%は、SNS ユーザ

という。また 44%は、複数の SNS を利用している。LinkedIn

のユーザは 26%。ちなみに、半数の 56%は、企業のマーケ

ティングツールとしてすでに活用しているようだ。 

 Richard Dalton 氏は、SNS の広がりの速さについて

Facebook や Twitter を例に挙げながら指摘した。「電話の

加入者が 500 万人になるのに 89 年かかり、テレビの視聴

者が 500 万人になるのに 34 年かかった。しかし、

Facebook は、150 万人になるのにたったの 5 年、Twitter

のユーザが北米 American online のインターネットユーザ

の 11%になるのに 7 ヶ月しかかかっていない。」驚異的な

速さで SNS が広がっているという。 

そういった SNS サービスでは、たとえば、MySpace のよう

な 9 人の同時多地点チャットが行えるサービスを無料で提

供しているところもすでにあるという。しかし、SNSの急激な

広がりに対して脅威を感じる人達もいる。ただ一方では、

会議システムサービス提供事業者の中で、今後 SNS をサ

ービスのひとつとして提供を検討しているところもあるよう

で、Chuck Hester 氏は、SNS と会議システムサービス提供

事業者との新たなコラボレーションの機会ではないかと期

待を見せる。Richard Dalton 氏も、「nothing replaces 

anything」だと言う。つまり、新しく登場するサービスや製

品は、新しい機会を生み出すものであり、既存の市場プレ

ーヤーから機会を奪うものではない。しかし既存の市場プ

レーヤーは、それを脅威と捉えず機会と捉えるべきだと今

後の SNS と会議システム業界のコラボレーションに期待を

見せた。 

 

Skype－今後は多地点のビデオチャットを予定 

  昨年に引き続き今年も Skype のオーディオ・ビデオ・フ

ォー・スカイプ担当ジェネラルマネージャー Jonathan 

Christensen 氏が講演。Skype は、会議システム業界にと

って脅威だと捉えられることがある。しかし、同氏は、確か
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に、Skype ユーザの 35%は、ビジネス目的で使われているが、

本来 Skype は、コンシューマ市場にフォーカスしていることを

思い出して欲しいと強調した。テレスパンの Elliot Gold 氏も

業界が Skype と競合するのではなく、協業できればベストで

はないかと同調する。 

 現在 Skype は、4 億以上の利用者（subscriber）が登録され

ており、そこに日々35 万人が新たに加入登録しており、

Skype 間の通話時間（2008 年の第四四半期に達成）は、

200 億分を越えたという。ポイントツーポイントのユーザ以外

に多地点（multipoint）でのユーザもいるが、おもに 3 人同

時での会話が多いようだ。もちろん 5 人とかそれ以上もある

（実際のところ、Skype 向けの多地点サービスを提供してい

るところも北米にはある。）。大多数が音声での会話をおこ

なっているが、ビデオチャットも増えてきたという。今後は、

ビデオチャットも多地点に対応させていきたいと考えてい

る。 

 

コンシューマとモビリティが会議システムの将来を切

り開く 

 インテルからは、デジタル・エンタープライズ・グループ バ

イスプレジデント/ジェネラルマネージャー Patrick 

Gelsinger 氏が講演。 

  冒頭、同氏は会議システムで使われる将来の端末は、電

話機のようなものでもなく、また従来のテレビ会議システムの

端末のようなものでもなく、“インテル”インサイド（Intel 

inside）端末になるだろうと”強気”の発言をした。ノートパソコ

ンには、Core Duo が搭載され、その他の電話機や PDA など

のモバイル端末には、Atom チップが搭載されることをインテ

ルは望んでいるようだ。 

  「Core Duo の CPU を使えば、10 人同時の会議がノート

パソコンでも可能だ。Skype とも協力し新しいチップを開発し

た。そのチップでは、10 人同時の会議による CPU への負荷

が今までの CPU よりだいぶ軽減されているし、たぶん 20 人

会議も問題なく処理できるレベルまで達した。」(Patrick 

Gelsinger 氏) 

 同氏は、会議システムの可能性は、音声会議だけでは

ないと考えている。映像やモバイルへの対応の必要性も

感じている。「現在出荷されているPDAのほとんどがカメラ

を内蔵しているし、ノートパソコンの 2/3 もカメラを内蔵して

いる。そしてこれが 2009 年の終わりには、すべての端末

で映像による映像コミュニケーションが可能（video 

capable）になるだろうと予測している。」 

(写真上：ワークショップセミナー会場： TeleSpan 資料 ) 

  インテルとテレビ会議との接点は、90 年代に始まる。イ

ンテルは、当時 x86 チップを使用した Windows 対応のデ

スクトップテレビ会議システム「ProShare(プロシェア)」を開

発。その頃は、28kbps のモデムに 2～4 フレーム/秒で映

像を送受信していたが、ブロードバンドで映像コミュニケ

ーションの可能性が広がったと指摘する。 

  同氏は、VoIP でコミュニケーションが可能なマイクロソ

フトの「LiveMeeting」やグーグルの「Google Chat」の動き

はその可能性の広がりを示すひとつであるし、またテキス

トチャットやデータの共有が可能なゲームサービスは、今

後簡単に音声や映像でのコミュニケーションも可能になる

だろうと見ている。その中で、逆に、コンシューマ市場での

広がりが、ビジネス向けの会議システムおよびコラボレー

ション製品・サービスの市場拡大に刺激をあたえるのでは

ないかと期待している。 

 

 

(次のページへ続く) 
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モビリティの可能性－モバイル端末の増加、スマートフ

ォンとの連携、アップル iPhone でのビデオチャットの

可能性 

 コンピュネティクスは、音声会議やテレビ会議向けの多地

点接続装置で通信事業者や企業で実績のある米メーカで

日本にも進出している。今回のワークショップでは、コミュニ

ケーションズ・システムズ・ディビジョン バイスプレジデント

兼ディビジョンマネージャ Gerard Jerry Pompa 氏がモビリテ

ィの可能性について講演した。 

  Pompa 氏によると、多地点会議におけるモバイル端末の

割合は増えているという。それは音声会議だけでなくテレビ

会議にも言えるそうだ。世界的にもモバイル端末は、携帯電

話、スマートフォン、PDA などを含めると 41 億台普及してお

り、たとえば中国のチャイナモバイルは、4 億以上の加入者

で、それでも毎月 700 万の新しい加入者が増えている。 

そういったユーザ数の増加の他、携帯電話機の使われ方

が単に電話だけでなく、テキストチャットにも使われているこ

とや、たとえば、Skype が、Nokia や iPhone などでも使えるこ

と、WebEx が iPhone などにも対応したということ、果てはアッ

プル社が iPhone 用の電話会議、テレビ会議の特許を取得

（2008 年 4 月に特許申請を行い、2009 年 1 月に取得したと

Electronic TeleSpan 2 月 16 日号でレポートされている）した

ことなどは、今後モバイル化がますます広がっていくことを示

しているのではないか。これらの動きが同社、ひいては会議

システム業界にとって、新たな事業の可能性を示していると

同氏は、期待を見せる。会議システム業界とアップル社など

のモバイルデバイスメーカとの協業の可能性も見えてきたの

ではないかとテレスパンの Elliot Gold 氏は指摘する。 

 

ウェブキャスティング/ストリーミング－コストよりも

サービス提供品質が重要 

  テレスパンの Elliot Gold 氏はイベント・カンファレンス

（event conference）の需要が過去 4 年間増え続けていると

指摘する。確かに会議サービスは、オペレータが会議の予

約や設定をおこなわずユーザが自分で行う方法でサービス

を利用するパターンが多いと言われるが、イベント・カンフ

ァレンスも数は大きくないが確かに増えつつあると説明す

る。   

その中でも、音声、映像、パワーポイントのスライドを組

み合わせたウェブキャスティングはコストパフォーマンスが

高く、たとえば OnStream のサービスでは、75,000 もの参

加者に同時配信が行えるという。その中で利用方法として

は、今回ウェブキャスティングと題して講演した OnStream

の Scott Farb 氏によると、ウェビナー（Webinar）というイン

ターネット上で行われる一方向的性格が強いセミナーの

利用も多いが、最近は、より双方向の度合いが高いタウン

ホール型（townhall meeting や all-hands meeting などと言

われる）の利用方法が急激に増えているという。そういった

イベント・カンファレンスの利用で成功するには、まずどう

いった人が参加しているのかをよく理解する必要がある。

たとえば、最初に参加登録してきたときに簡単なアンケー

トに答えてもらい、講演中は参加者が、簡単に質問などが

できる仕組みを提供することも重要だという。 

  また Scott Farb 氏と一緒に講演した、Connex 

International 社 CEO Deb Volansky 氏は、1977 年以来、

イベント・カンファレンスを中心にサービスを提供してきた

という。1977 年頃は、AT&T など大手通信事業者が電話

会議サービス市場で大きなシェアをもっていた。そのセン

ターでは沢山のオペレータがひとつの部屋に集まり、そこ

から会議の参加者に電話をかけてつなぐというオペレー

ションを行っていた。 

それに対して、その当時 Connex の前身である Darome 

Connection 社を立ち上げた Susan Pereyra 氏は、オペレ

ータが参加者に電話をかけて呼び出すのではなく、参加

者自身が自分で、電話会議サービスから指定された番号

に電話をかける。そして、電話をかけるとオペレータが応

答しそのオペレータが会議室に接続することで、会議に

参加する方法を提供した。これは当時としては、ユーザの

利便性を向上させる新しい“ひねり”（a new twist）で結果

として電話会議の新しい可能性を切り開いた。その後
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Darome Connection 社は、1981 年に社名を現在の Connex 

International 社に変え現在に至る。この会社は、以後 30 年

間イベント・カンファレンスを中心にサービス展開を行ってき

た。同社の提供するサービスでは、一度のイベントに、1,000

から 5,000 の参加者が参加することは希ではなく普通になっ

てきたという。「だいたい 3,500 人参加のイベント・カンファレ

ンスでは、１イベントあたり 35,000USD から 50,000USD の利

用料を請求しているが、1 分あたり数セント競合が安いとして

も、ユーザはトータルでのサービス品質で事業者を選択して

いるようだ。」と Deb Volansky 氏は説明する。 

テレスパンの Elliot Gold 氏によると、イベント・カンファレン

スでのたった１回の顧客対応のミス（botch）が、その顧客を

失い、他の競合に奪われるということにつながったケースが

多々あるという。 

だからこそ電話会議はコモディティ化したとはいえ、イベ

ント・カンファレンスは「サービス品質が勝負だ。」と Connex 

International 社の Deb Volansky 氏は力説する。オペレータ

はきめ細かなユーザ（high touch）対応が要求される。そうす

ると得意客ユーザに対しては、“日替わりのオペレータ

（operator of the day）”で対応すべきでなく、その顧客から指

名されるオペレータが対応させるようにすべきという。日替わ

りのオペレータが対応するとその顧客をよく理解していない

ため、不用意なミスを起こし、結果、顧客を失うことになり得

るからだ。（終わり） 

 

来年 5 回目のワークショップセミナー「Fifth Annual 

Future of Conferencing Workshop」は、2010 年 3 月 18 日、

19 日にラスベガスで予定されている。 
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